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層しんりょう
教室と世の中の津栗となる社会科授業の実践
～沖縄で世の中の問題と主体的に向き合う～
門林良和
はじめに
2009年、世界が注目したオバマ大統領の就任や歴史的な政権交代による鳩山内閣の誕生と、多くの
人が新しい時代のはじまりを予感した。授業でも大統領の来日に向けて『オバマ大統領の演説から見
えるアメリカ』というテーマを取り上げた。社会科教員なら誰しもが願う、世の中に興味をもってほ
しいという思いからだ。日米新リーダーの会談を控えた沖縄では、長く動かなかった普天間移設問題
について「今度こそ何か変わるのでは」という思いが強まっていた。残念ながら、期待したような進
展は見られなかった。
その翌日、一人の生徒に「沖縄の未来はどうなるの？」と聞かれた。残念ながら教師として正解を
教えてあげることができなかった。あなたならこの中学生の問いにどう答えるだろうか。
もちろんこの問いに一つの正解などありはしない。多くの正解を教えてくれる学校とは違い、実際
の世の中では正解のない問題がほとんどだからだ。だから各々が人生で出会う様々な問題と向き合
ぃ、自分の納得できる答えを求めていく。しかし、これが自分の手の届く範囲でないと感じる世の中
の問題になると、主体的に答えを求める歩みは途端に鈍くなる。
「社会科は何を伝える学問なのか」、教員になって 7年目を迎えたが、その正解はいまだ見つかって
いない。ただ一つ信じていることは、社会科は「実社会から隔離された教室と、現実の世の中との懸
け橋にならなければいけない」ということである。かつてアジアの貿易で繁栄した琉球王国は、世界
を結ぶ懸け橋になるという思いを『万国津梁の鐘』に刻んだ。今自分がめざす社会科実践は、世の中
と教室の津梁（懸け橋）となる授業である。生きた社会科の知識は、教科書の中にのみ存在するので
はなく、学校の外の世界に溢れている。政治に関しては知事や市議会議員、経済に関しては銀行員、
法律に関しては弁護士、国際協力に関しては世界を舞台に活躍する医師…。その生きた知識を教室に
「つなぐ」ことが、社会科教師としての自分の役割だと信じている。
1.沖縄との出会い
沖縄での教員生活は4年目を迎えた。沖縄との初めての出会いは、 10年以上前の高校の修学旅行だ
った。アルバムを見ると、有名観光スポットを訪れたことはわかるのだが、「そこで何を見て、何を
感じたのか」、残念ながらその記憶はほとんど残っていない。しかし、一つだけ鮮明に覚えている光
景がある。それは朝のホテルのベランダから見えた一瞬の出来事だった。底まで見えるほど澄んだ海
と手の届きそうなくらい近く感じた青空、そしてその美しい自然の中を爆音を奏でながら飛んでいく
戦闘機の姿だった。雄大な自然の中に響く機械音は、沖縄が背負う歴史を何も知らなかった一人の大
阪の高校生にも、大きな「違和感」として強く心に残った。これが私と沖縄との初めての出会いだった。
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それから転機が訪れたのは大学生のときだった。今から思えば偶然とは思えない出会いがあった。
自分の大学生活そのもののように、特に目的をもたないまま選択したゼミの田中欣和教授が、沖縄に
ついて研究していたのである。大学3回生のとき、田中教授に連れられて再び暑い夏の沖縄を訪れた。
このゼミ旅行中、生涯忘れられない光景を目にすることとなった。米軍関係者が利用する北部の基地
の入り口で一人の老人がプラカードを掲げながらこう叫んでいた。
「nomore base! no more war I」
まさに答えの出せない世の中の問題と主体的に向き合う老人の姿がそこにはあった。私にとって権
力に立ち向かう市民の姿は、テレビで見かける遠く離れた外国の話であった。それが同じ日本という
国でまさかこのような光景を目撃することになるとは、はるか想像を超えた出来事だった。平和だと
信じていた日本で感じた「違和感」に、高校生のときにホテルから見たあの光景が重なった。この違
和感は、まさに日本の南の小さな島に存在する、そして教室では知ることのできない現実の世の中の
姿だった。そんな現実世界に自分は生きていたことを、恥ずかしながらこのとき初めて気づかされた。
2.教室と世の中の津梁となる社会科授業
大阪で社会科教員を続けながらも、沖縄で見た光景が頭から離れなかった。そして、社会科教員と
して生徒に何を伝えることができるのか悩んでいた。そんなとき、沖縄の学校で働くチャンスがめぐ
ってきた。迷いがなかったといえば嘘になるが、周囲のサポートもあり、沖縄に行くことを決めた。
私にとっての沖縄は、「世の中の動きと自分たちの生活が深く関わっている」という感覚、「世の中
にあふれる矛盾から目を背けられない」という現実を、常につきつけられる場所である。そしてまた、
「世の中と主体的に向き合うことの意味を問い続けられる」場所なのである。その自分の原点を忘れ
ないために、自分は沖縄に来たのだと思っている。
そんな沖縄で育った子どもたちと初めて向かい合ったとき、そこにいたのは世の中の問題に関心の
もてない、ごく「ふつうの中学生」たちだった。私にとっての基地のある非日常の光景は、彼らにと
ったらごくありふれた日常の景色の一部にすぎなかった。また私が大阪の歴史を詳しく知らないよう
に、彼らもまた沖縄の歴史を詳しく知らなかった。当然、世の中でおきている問題にも、「自分とは
関係ないし…」という感覚だ。かつての私と同じように、彼らにとってもまた、世の中の問題と主体
的に向き合う市民の姿は、別世界の出来事として映っていたのかもしれない。
この場所で、世の中と教室の津梁となる新しい社会科の取り組みが始まった。取り上げるテーマは、
現実の世の中でおきる「正解のない問題」である。授業には、テーマに応じて教室に専門家を招き、
中学生とのつなぎ役として大学生や授業に関心のある大人にたくさん参加してもらった。今までの授
業と決定的に違うことは、教師である私自身も正解の知らないテーマを取り上げることである。そう
した正解のない問題に中学生たちが向き合い、本音で大人たちと語り合った。世の中と結ばれた教室
で、子どもたちは世の中の問題と主体的に向き合うことを学び、自分なりの答えを探し求めた。それ
を取り巻く私を含めた大人たちが、彼らに影響を受け、また動かされていく。
やがて彼ら中学生は、「自分が動くことで、もしかしたら世の中が少し変わるかもしれない」とい
う実感を獲得していくことになっていった。
たくさんのテーマを授業で取り扱ったが、今回はその中でも 4つの事例を取り上げる。「命の価値」、
「沖縄の観光」、「国際協力」、「主体的に生きる意味」である。授業の共通点は以下の2点である。
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・教室に世の中の知識をつなげること（ゲストティーチャー、大人の授業参加）
・教室から世の中に向けて発信すること
生徒たちが授業を通して何を学んだのか。そして彼らの発信が、私を含めた大人たちをどう動かし
ていったのか。世の中とつながった教室の記録である。
3.授業実践報告
く実践事例l> 命の問題を主体的に考える
■授業テーマ：「命の価値は本当に平等なのか？」
■授業対象：中学3年生
■授業実施時期： 2009年1月（全2回）
■ ゲストティーチャー：宮崎政久氏（弁護士•本校PTA)
■授業参加者：保護者・会社経営者・大学教授・大学生など多数の大人
■概要：
命の価値は平等であることは疑いのない事実である。こうした世の中の常識を教師が言葉で
教えるのは簡単だが、生徒が自分の頭で考え、理解することは意外に難しい。生徒が命の問
題を考えるためには、一度この常識を疑わせる必要がある。あえて「命の価値は本当に平
等？」という投げかけを行うために、『命の値段とは』、『あなたは死刑を言い渡せますか？」
という 2つのテーマで、命の問題に主体的に向き合う授業を行った。
【第 1回】『命の値段とは』
(1) 命の重さに違いがあると思いますか？
まず身近な人の命の価値を考えさせ、比較した。「父親と母
親」、「自分と祖父栂」、これらの命の価値は平等かと投げかけ
る。「父親はお金を稼ぐし、母親は料理を作ってくれる...」、「祖
父母より自分の方がこれからの人生が長いけど・・・」、「でもやっ
ぱり差をつけることはできないなぁ」という結論にたどりつい
た。そこで新たな問いを投げかける「社長と社員の命の価値は
平等？」。ここで授業に参加していただいた会社経営者の方に
社長と社員の命の価値を比較してもらった。「どちらが欠けて
も仕事が成立しないから同じだ」という社長の答えに生徒は大
きくうなずく。命の価値は基本的に同じはずだと生徒たちが感
じたようだ。
(2) 自分の命に値段をつけるとしたら？
生徒に語りかける宮崎弁護士
『仕事が嫌になったとき読む本』（笠巻勝利著、 PHP研究所）によると、純粋に体をつくる成分で見る
と、人間の物体としての価値は3000円ほどになるそうだ。当然、この価格に生徒たちは納得がいかな
い。「人の命に値段がつけられるものではない」と生徒たちは困惑する。
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(3) 過去の列車事故を例に、遣族に支払われた損害賠償額から命の価値を考える。
生徒たちが命の値段に困惑したところで問題提起をする。実際におきた列車事故の例を取り上げ、
年齢、性別、社会的地位などで「損害賠償額に差が出ている」という事実を紹介した。
「なぜ損害賠償額に違いが出るのだろうか？」と生徒に投げかける。
ここでゲストティーチャ一宮崎弁護士に損害賠償額の計算方法を学ぶ。
I損害賠償額＝葬祭費＋慰謝料＋逸失利益 I
「逸失利益」とは、本来生きていれば生涯で得たであろう利益のことだと説明を受けた。
(4) 損害賠償額に個人差があることに賛成か、反対か。クラスで話し合ってみよう。
今までの情報をもとに、生徒が命の問題に主体的に向き合う時間である。「命の値段に差が出てい
ることをどう思う？」と生徒に問いかける。
・--------------------------------------------------------・ i —先はどうなるかわからないから、死亡した時点で考えるしかないよ。 ！ 
！ ―-生懸命働いていた人が働いてない人より多くもらえなかったら不平等。 ！ 
! —命の値段に差があることは反対。人の命は皆同じ重さに扱われるべきだ。 ！ : _______________________________________________________________________________________________________________ ! 
最後にゲストティーチャ一宮崎弁護士から生徒の議論に講評をもらった。
「賠償を受け取る遺族にとって、どんな金額でも納得できないだろうが、払う人にも人生があり、無
限に払うことはできない。社会が動いていくためには、仮想で額を決めるしかなく、金額に差が出て
しまう。でも命そのものの価値に絶対に差はない。それを忘れないで欲しい。」
生徒たちは、納得した表情で宮崎弁護士の話に耳を傾けていた。＼
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【第2回】『あなたは死刑を言い渡せますか？～償われる命について～』
前回の授業で「死刑囚なら損害賠償を支払わなくて良かったのに…」という意見が出され、この生
徒の言葉が強く頭に残った。私自身、死刑囚の命の価値を考えたことはなく、「凶悪な罪を犯し、死
刑という形で償われる命に重みはないのか？」、その正解を見つけることができなかった。だからこ
そ、この問題をテーマに2時間目の授業を作った。
(1) 罪と罰について考える
「あなたの大切な人を思い浮かべてください。もし、その大切な人の命が誰かに奪われたら、奪っ
た人はどのように罪を償うべきだと思いますか？」と問いかける。
. -----------------------------. --------------------
—死刑（目には目を）
一命で償い、自分の体の臓器を提供し、他の命を助けるべき
—同じ方法で殺されるべき
―二度と社会に出ないでほしい
「あなたの大切な人を思い浮かべてください。もし、その大切な人が誰かの命を奪い、罪に問われ
たなら、どのように罪を償ってほしいですか？」
. -------------------------------. -------------------------------------------. 
！ ―-生かけて罪を償ってほしい
i —反省してもう一度やり直してほしい
i —被害者過族が納得いくような償いをし、反省すべき
i —亡くなった人の遺族のために、何らかの補償をし続けてほしい
・--------------------------------------------------------
生徒の意見の中でも、被害者側の立場か加害者側の立場かで求める償い（罰）の形が変わってくる。
だからこそ、罪と罰にはルールが必要だということを伝え、日本の罪と罰のルールに入る。
(2) 日本の罪と罰のルールを学ぶ
「現在日本では、国民の80％近くの人が死刑を必要だと考えています。死刑が必要だとされる理由
には、どんな理由があるでしょうか？」と生徒に質問する。
・--------------------------------------------------------
i 一人を殺しても自分の命が助かるんだったらいい、と考える人が出てくるから。
i —罪を犯す人が増えないための見せしめだろう。
i —犯罪者が生き続けるなら、被害者遺族が納得できないから。
i 一人を殺した人間に刑務所内で一生ご飯を食べさせることは税金の無駄だ。. --------------------------------------------------------------------
犯罪抑止力と被害者遺族感情への配慮という意見が多数派を占めた。
ここで本日のゲストティーチャ一宮崎弁護士に世界の死刑制度の実状について、以下のような内容
で解説してもらった。
「国の数でみると死刑廃止国が圧倒的に多いが、人口比で見ると存置国が多いのです。世界的な流
れでは死刑廃止の動きが強いが、廃止した一部の国では、死刑制度を復活させようとしている国もあ
ります。古代から議論されてきた死刑存廃問題には、いまだ結論が出されておらず、そもそも結論が
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出る問題ではないのだと思います…」
(3) 命をもって罪を償うということ
裁判員制度の開始により、死刑がもはや他人事ではなくなったことを伝え、以下の3つの事件の概
要と、検察側・弁護側の主張を紹介し、自分なりの判決を出させた。
•光市母子殺害事件 (18歳という少年による犯行）
•秋田連続児童殺害事件（自分の娘の殺害、被害者遺族が加害者側の家族でもある）
•足利事件（冤罪の可能性）
実際に下された判決を聞きながら、「やっぱり」、「何で？」など、それぞれのグループで自然と実際
の判決の内容に対しての議論が起きた。
ここで死刑に対する被害者遺族の声を紹介する。ここでは、被告人は「命をもって償うべきだ」、「死
んでは償いにならない」という 2つの異なる遺族の意見を紹介した。生徒は、被害者遺族の声に真剣
に耳を傾けていた。
被害者遺族Mさんの話 被害者遺族Hさん、 Sさんの話
◆君の犯した罪は、万死に値する。君は自
らの命をもって罪を償わなければならない。
私は、事件当初のように心が怒りや憎しみ
だけで満たされるわけではありません。しか
し、冷静になればなるほど、やはり妻と娘の
命を殺めた罪は命をもって償うしかないと
いう思いを深くしています。（中略）それが、
私の正義感であり、私の思う社会正義です。
◆加害者に死刑が執行されても、被害者遺族
は救われない。まず生きてもらうこと。それな
くして償いはない。死刑によって殺してもらっ
ても、何のメリットもない。彼のことは憎んで
も憎み足りないが、殺したらこの事件は終わっ
てしまう。死刑はなくすべきだと思っている。
◆死刑になっても息子は帰らない。彼が死刑
になれば、彼の両親も悲しむ。
(4) あなたは「命を奪った者は自らの命をもって償うべき」という意見に賛成ですか、反対ですか。
グループでも話し合ってみよう。
今までの情報をもとに、生徒が命の問題に主体的に向
き合う時間である。この問いに、まず自分の意見を書か
せる。その後グループ内での議論に入った。この難しい
問いに対し、生徒だけでなく大人も一緒に真剣に話し合
った。各グループとも、議論が白熱し、時間を予定より
オーバーした。各グループの代表者に、グループでの議
論の争点と自分の意見を発表させた。意見は賛成・反
対、ほぽ真っ二つに分かれた。
［賛成派］
—命を奪ったものは同じ苦しみを受けるべきである。
—死刑がなくなれば、犯罪の抑止力が落ちるはず。
一生きていることでは償えない罪もあるはず。
死刑制度について議論する生徒
ー自分の家族が殺されたら、自分が犯人を殺したいと思うだろうから。
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［反対派］
—死刑があると、結局新しい遺族の悲しみをつくることになる。
一国家であっても人を殺すことは許されないはず。
一命をもって償っても虚しさだけが残る。
—死刑は軽い罰である。終身刑として一生償いをさせることの方が重い罰のはずだ。
・---------------------------------------------------
最後に、本日のゲストティーチャ一宮崎弁護士に、以下のようなご講評をいただいた。
「賛成だった人・反対だった人・結論が出なかった人、全員の意見が正解です。今日の授業は答え
がないことが正解なのです。この国には言論の自由がある。それぞれが意見を出し、人の意見を聞き、
私たちが主体的に考えてこの国の制度を作っていくのです…」
授業後の生徒の感想
--------------------------------------------------------・ 
ー考えたらきりがなくて怖かった。死刑制度自体はないと困るけど、命の価値は平等で、 ！ 
誰の命も奪っちゃいけないなら、殺人犯の命も奪っちゃいけないのかなぁとも思う。
でもやっぱりわからないから、人殺しはやめてください。
—死刑が良い悪いという問題ではなくて、結果に辿りつくまでの話し合いが大切だとい
うことが印象的でした。
—死んだ人は生き返らない。だから加害者を殺しても意味はない。だが、人を殺した人
間が生きているのはおかしい。
ー一死刑に対しての自分の意見を出したが、どの意見にも必ず逆の視点からの意見も出て
いたので、やはり正解も不正解もないんだと思った。
「あなたは死刑を言い渡せますか？」ワークシート
(1)尋爵について考える
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く実践事例2> 沖縄の観光を主体的に考える
■授業テーマ：「新しい沖縄の旅を提案する！」
■授業対象：中学1年生
■授業実施時期： 2010年3月（全12回）
■ゲストティーチャー：沖縄ツーリスト、沖縄コンベンションビューロー、他多数
■授業参加者：多数（あとに記載）
■概要：
沖縄は全国屈指の観光立県である。しかし、中学生の多くはその実情を詳しく知らない。そ
うした現状を受け、自分たちの暮らしに関わる沖縄の観光業を主体的に考えるための授業を
行った。生徒5~6名のグループで今までにない新しい沖縄ツアーを企画し、旅行会社にプ
レゼンする（売り込む）という授業である。観光資料や電話取材をもとに市場のニーズを調
査し、商品価値のあるツアーの作成を目指した。最終的に、自分たちが創造したツアーでパ
ンフレットを作成し、それをもとに企業・行政機関へのプレゼンテーションを実施した。教
室で学んだ知識を、体験を通して深め、世の中に発信させる授業展開となっている。
【第 1回】資料配布と事前説明
教師作成資料をもとに、授業全体の流れ（企画→作成→プレゼン）を最初に伝え、どこをゴールに
するのか、授業の最終到達点（企業・行政へのプレゼン）を説明した。また資料の活用の方法、イン
ターネット検索の方法などを説明した。
【第2回】外部講師（ゲストティーチャー）による観光授業
ゲストティーチャーとして沖縄ツーリストのアシスタントマネージャー高良大地さんを教室に招い
た。事前に打ち合わせを行い、「プロの旅行プランの作成方法」、「沖縄観光の現状と課題」という 2
つのテーマについて講義していただいた。
【第3回】プレゼンテーションとは？ （ビデオ学習）
プレゼンの手法をビデオで学習し、残りの時間で、旅行プランのアイデアを自由にブレーンストー
ミングさせた。この回で大きなが課題が発見された。生徒が地元沖縄の魅力にまったく気づいていな
いという事実である。新しい価値を生み出すためには既存の価値を知らなければいけない。しかし、
生徒の多くは観光客が沖縄のどんなところに魅力を感じているのか、うまく理解できていなかった。
そのため、家族から沖縄の魅力を聞きとる宿題を課した。
【第4回】ターゲット・ツアーコンセプトの決定
新しい沖縄の旅を創造するうえで最も大切なことは、旅行プランの軸がぶれないことである。その
ために、「ターゲットとする観光客」、「ツアーコンセプト」を明確にすることが大切であると生徒に
呼びかけた。また今回の大きな目的は夢物語のツアーを考えることではなく、商品価値のあるツアー
の作成にある。
そのために、沖縄観光を取り巻く現状（観光客の動向や旅行形態の変化）を徹底的にマーケティン
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グリサーチさせた。具体的には、年齢別市場シェア、個
人旅行化傾向、個人旅行の多様化、保養・休養・体験型
観光へのモデルチェンジ、外国人観光客の動向、観光満
足度調査などである。「これからは外国人の旅行客の獲
得が必要だ」、「これからは高齢者の旅行客が増えるだろ
う」、「リゾートウェディングの需要が増えている」、「3
世代の旅行が少ない」、「女性同士の旅行客が多い」など
の市場調査から タ ケノトとツアーコンセプトを決定
していった。
【第5~6回】旅程の作成・資料収集
ターゲットとツアーコンセプトが決定したら、旅程の
構成に入った。ターゲットとなる旅行客のニーズを把握
するため、ホテルや観光施設などに電話取材を行った。
事前に電話の応対の仕方を指導し、教師が電話取材先
にアポイントメントをとった。また、各グループが情報
誌やインターネットで、自分たちのグループのコンセプ
トを実現できる施設を探していくという作業を行った。
今回のテーマは〈新しい沖縄の旅〉の提案である。施設
を決めてから旅行プランを作るのではなく、「自分たち
のコンセプトを実現できる施設を探すこと」を徹底させた。
ツアー コンセプトについて話し合うグルー プ
ここで注意した点は、あれもこれも入れるのではなく、「常にツアーコンセプトを意識させる」こと
である。また、自分たちの旅行プランはツアーコンセプトにあっているのか、常に自分たちの考えを
客観視できるようにPDCAサイクル (Plan→Do→Check→Act) を徹底して呼びかけた。
【第7~8回】パンフレットの作成
パンフレットの作成に入る前に、
本物の旅行パンフレットを何種類か
生徒に提示した。
「どういうパンフレットだったら
手に取ってみたいと思うか」、パン
フレットを見せながらグループで話
し合わせた。その結果、生徒から「や
っぱりカラフルで見た目が大事だ」、
「消費者を引き付けるキーワードが
ある」、「ターゲット（年齢層）によ
って好みのデザインがある」、「パッ
とみてのわかりやすさは重用」など 生徒作品例
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の気づきがあった。また、教師側からは、今回のパンフレットは、プレゼンテーション資料として使
用することが目的なので、調べたことをすべて書き込まない点の注意を促した。
グループワークに慣れてきた各グループとも、文を考える人、校正する人、清書する人、デザイン
する人などの役割分担が自然と生まれてきた。教師の指示で分けられるのではなく、自分たちで自然
と役割分担できるようになったことが、グループワークを通じての大きな成長だと感じられた。
【第9~10回】プレゼンテーションの準備
パンフレットが完成に近付いてきたら、プレゼンテーションを意識させた。プレゼンテーションの
台本作成にあたり、「誰に何を伝えるのか」、「一番伝えたいことは何か」をはっきりさせるよう呼び
かけた。台本が完成したら、グループで役割分担（発表者、資料提示者など）を決定し、プレゼンの
練習を行なった。ここまで旅行プランを作ってきたら、生徒たちの中で伝えたいことがたくさん出て
くる。それを 5分という限られた時間の中で、いかに相手に伝えるか。ここから、勇気をもって「情
報を削ぎ落とす」作業が必要になってくる。しかし、この作業によって、生徒たちのプランがよりオ
リジナリティーあふれる、完成度の高いものへと生まれ変わっていったように感じた。
【第1回】校内選考会
企業・行政へのプレゼンは、時間の都合上6グループ
までである。このことは生徒にはあらかじめ伝えてい
た。そこで4クラス（計24グループ）、各グループ5分
の校内選考会を行い、複数の教員による審査を経て、 6
グループを選出した。審査基準は、以下の3点とした。
・「新しい価値」を生み出せているか
・「沖縄の魅力」を活かしきれているか
・「旅行客のニーズ」を満たしているか
【第12回】代表6グループによる企業・行政機関へのプレゼン
代表6グループによる企業・行政へのプレゼンを実施した。参加団体は以下のとおりである。
沖縄ツーリスト、沖縄観光コンベンションビューロー、名桜大学国際学群、沖縄経済同友会、
フォーモストブルーシール株式会社、 TEDX Ryukyu、沖縄タイムス、 FMオキナワ、琉球
放送ほか
プレゼン先の呼びかけは、旅行業者と観光行政機関に授業の趣旨を伝え、授業実施前の段階で依頼
していた。その後、興味をもっていただいた方が、多くの企業に呼びかけを行っていただき、上記の
ような沖縄経済を代表する参加団体に集まっていただいた。
授業参加者に、旅行パンフレットと採点シートを事前に配布し、評価基準を伝えた。授業はパワー
ポイントを使用しながら、各グループのプレゼン時間を10分で進めた。各グループとも校内選考会か
ら、教師の知らないところで、さまざまな改善点を見せてくれた。パンフレット以外の統計資料やイ
メージ図の使用、話し方や立ち位置の工夫などである。
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プレゼン先として参加していただいた各団体の関係者
からは、中学1年生とは思えないプレゼンの表現力、旅
行プランの発想力や構成力だと高い評価をいただいた。
また、その実現に向けての問題点や、可能性を真剣に中
学生に語りかけてくれた。これが生徒たちの大きな自信
となった。
最優秀賞は、「家族HAPPYツアー 」。 3世代の旅行客
が少なく、 12月～2月のオフシーズンに観光客が大幅に
減るという沖縄観光の現状課題を指摘し、 3世代全員に
楽しみを提供でき、オールシーズン実施可能で、地域振
パワー ポイントを用いたプレゼンテー ション
興券の活用で衰退している沖縄北部地域の活性を実現できる「家族HAPPYツアー」が最優秀賞を受
賞した。グループには、沖縄ツーリスト社長東良和氏より賞状が授与された。
■生徒作成プラン例（校内選考会通過作品）
ツアータートル ターゲット
家族HAPPYツアー 三世代家族
心も体もeighteen 熟年夫婦
エネルギー満たんツアー 若い女性
セカンドライフ探索ツアー 高齢者
新たな道への招待状 独身女性
海の上からのスタート 若いカップル
■生徒製作バンフレット例
旅行コンセプト
子ども・親・祖父母、全員が満足できる画期的な旅。
水族館での挙式体験など、新婚気分に戻ってもらえる旅。
OLをターゲットとした「パワースポット」を巡り連気UP。
退職後の沖縄移住を成功させるための物件巡りの旅。
低価格で沖縄に移住したい独身女性の婚活を応援する旅。
海の上で結婚式、無人島でのパーティー。新しいウェデイン
グプラン。
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【授業後の生徒の活動】観光意見発表コンクールヘの出場
「新しい沖縄の旅を提案する！」の授業を受けた生徒の中から、 5名が沖縄の観光振興を目的とし
た『第6回おきなわの観光意見発表コンクール』（かりゆしホテル主催）に出場した。コンクールの
第一審査は作文であり、 5名中 2名が審査を通過し本選に出場した。高校生を含めた「中学校及び高
等学校の部」において、見事以下の成績をおさめた。
「中学校及び高等学校の部」
•最優秀賞 テーマ：「心から満たされる時空を求めて」（斉藤杏奈）
（作品内容：究極の癒しをテーマに、自然と共存する新しいホテルのあり方を提案した。）
・優秀賞 テーマ：「第二の故郷、沖縄」（大見謝望）
（作品内容：沖縄土産の満足度が低いことを調査し、新しい形の沖縄土産を提案した。）
く実践事例3> 国際協力を主体的に考える
■授業テーマ：「世界のために興南中生ができること」
■授業対象：中学2年生
■授業実施時期： 2010年5月～10月
■ゲストティーチャー：川原尚行氏 (NPO法人ロシナンテス代表） •清水マオ氏（那覇市市議
会議員）・カタヤビラ（大学生サークル）、並里賢氏（本校数学科教諭）
他多数
■授業参加者：大学生・保護者はじめ、他多数
■概要：
「川原尚行さんが興南に来る」、そのことが決まったときから予定外の長期間にわたる 5ヶ
月もの取り組みがスタートした。川原尚行氏はスーダンで医療支援を行う日本人医師であ
る。その講演に向けての事前学習として「お金と人生と自分の関係」についての授業を行っ
た。そこで生徒たちから川原さんに素朴な疑問が浮かんだ。
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「働くことは生活のため。何で他人のために、ここまでできるの？わからない…」
わからないことは本人に聞けばいいということで、生徒たちは講演会で川原さんにその答
えを求めた。講演会後、急きょ事後学習を計画し、「働く意味って何だ」、「世界のために私
たちができること～見える気持ちに～」という授業を行った。こうした授業を通して、生徒
から文化祭でアフリカの現状を多くの人に紹介し、見える形の国際協力として募金活動を行
いたいというアイデアが出された。このことで5カ月にわたる長期の取り組みになった。こ
の5カ月、教師の想像をはるかに超える生徒の成長が見られた。
【第1回】『お金と人生と自分の関係』 (2010年6月）
川原尚行さんの講演会を前に、『お金と人生と自分の関係』を考える授業を行った。この授業には、
市議会議員やNPO代表など多くの大人に参加していただいた。
「あなたはお金持ちになりたいですか？」 当然生徒たちの答えは「YES」。
「年収が多い人ほど幸せだという意見に賛成ですか。反対ですか？」ここで生徒たちは答えに迷う。
もちろんこの問題にいつもの正解がないからである。しかし、「お金はないより、あったほうがやっ
ぱり幸せでしょ。」という意見が多数派を占める。ここで川原さん（ロシナンテス）の活動を紹介した。
川原さんは外務省の医務官という地位も報酬も捨て、世
界の最貧国の一つであるスーダンで医療活動などの支
援を行っている。
「川原さんはなぜ安定した生活、高い年収を捨ててス
ーダンで医療活動をしていると思いますか？」
彼らは、その理由を想像し、自分なりの考えを深めて
いく。何となく想像はできるけど、やっぱり答えはわか
らない。それだったら、わからないことは直接川原さん
に質問しようということで、川原さんへの質問状を書く
こととなった。講演会前日の夜、川原さんはその質問用
紙を一つ一つ丁寧に読んでくださった。
お金と人生の関係について話し合う生徒
【第2回】『スーダンで戦う医師川原尚行さん講演会』 (2010年6月）
メデイアにも多数取り上げられている川原さんは、生徒たちの中でも知名度が高く、はじめは芸能
人でも見るかのような好奇な目で川原さんを迎えた。しかし、川原さんの講演が始まるとその空気は
ー変する。川原さんが伝える「世界で起こっている真実」
を目の当たりにすることで、それぞれ自分たちの生活と
比べながら、何か感じることがあったようである。川原
さんの支援を待っている人たちが、間違いなくスーダン
にはいた。
講演会後で川原さんは、事前学習で生徒たちから出た
疑問に答えてくださった。
「なんで人のためにそこまでできるの？」（生徒の疑問）
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川原さんが用意してくださった答えは、『ハチドリの話』だった。
『森に火事が起きたとき動物たちはわれさきにと逃げ出しました。しかしハチドリだけが小さなく
ちばしに水をため、森に戻ります。そして水を一滴ずつ火の上に落としていきます。動物たちがそれ
を見て「そんなことをしていったい何になるんだ」と笑いました。ハチドリは答えます。
「私は、私にできることをしているだけだ」』
その答えがあまりにもシンプルだったからこそ、生徒たちの胸に深く響いたようだった。
【第3回】『働く意味って何だ！？』（2010年7月）
講演会での川原さんの取り組み、それを支える熱い思いにふれることができ、彼らの視野が少しず
つ広がっていくように感じた。しかし、視野を広げるだけではまだ足りない。それと同時に、考えを
深めていく必要があった。川原さんの光が当たる活動の裏には、きっと失われている何かがあるので
はないだろうか。目に見えるところを考えれば、それが「安定した生活」だった。
現在の沖縄県では、全国的にも就職状況が厳しく、公務員などの安定した職業をめざす若者が増え
ている。しかし、そうした安定志向とは反対の道を歩む川原さんの人生を、生徒たちは垣間見ること
ができた。
その経験をもとに、従来の適性や職業などを知るためのキャリア教育ではなく、「働く意味」を徹
底的に考えるキャリア教育を行った。この授業には、就職活動という現実を目前にした多数の大学生
が参加してくれたことで、授業が一層深化した。
授業では、中学生が大学生とグループを作り、「働くとは」のテーマで得た発想を次々と模造紙に
記入した。「何のために働くのか？」、「お金のため…」、「いや、それだけではない。誰かを幸せにす
るため」、「いや、自分がやりたいことをしなければつづかない」。
大学生とともに働く意味を考える中学生
生徒たちの思考が徐々に深まっていく。
そこで、就職を目前にした大学生が、今の厳しい就職
活動のようすや、彼らの現実を目前にした「やりたいこ
と」と「しなければいけないこと」との心の葛藤を語り
始めてくれた。この授業にも正解はない。自分の考えを
話し、他人の意見を聞き、そしてまた自分の頭で考え、
「働く意味」を深めていった。
そうした中から、働く意味とは「生活のため、自己実
現のため、社会貢献のため」という 3つのキーワードが
浮かび上がり、その狭間での取捨選択を考えていく。
こうした作業を通して、川原さんの取り組みの厳しさ
が、少し現実味を帯びて感じることができたのではないだろう。
【第4回】『世界のために私たちができること～見える気持ちに～』（2010年9月）
講演会での川原さんの話を聞き、生徒たちは「とても感動した」という感想を残した。感動とは、「心
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が揺さぶられる」だけではない。「感じて、動くこと」、これが本当の感動の意味ではないだろうか。
そんな時、一つのCM（公共広告機構）を思い出した。現在、東日本大震災の影響で目にすることが
多くなった次のCMである。これを切り口に授業を組み立てた。
公共広告機構CM
「こころ」はだれにも見えないけれど 「こころづかい」は見える
「思い」は見えないけれど 「思いやり」はだれにでも見える
宮澤章二「行為の意味」より
授業では国際協力について考えるため、ゲストティーチャーとして本校数学科教諭の並里賢先生に
来ていただいた。並里先生は、 2007年9月～2009年9月までの2年間、青年海外協力隊の一員として
アフリカのナミビアで理数科教師として活動した実績がある。
授業は、社会の縮図であるクラスという身近なテーマから取り上げ、理想のクラス像を出し合った。
みんなが思い描く理想のクラス像とは何か。それは言葉の表現さえ違えども、どれも似たような理想
に近づいていく。
「清潔で居心地の良いクラス、いじめのないクラス、誰もが存在を認められるクラス」
この「クラス」を「世界」に置き換えるとどうだろうか、と投げかける。
「清潔で居心地の良い世界、いじめのない堂翌、誰もが存在を認められる堂翌」
そして授業はいよいよ本題に入っていく。並里先生からナミビアの現状について話していただい
た。そこでは悲しみだけではない、力強く生きるナミビアの人々の様子が語られた。
印象に残った並里先生の言葉がある。
「現地にいるときは国際協力しているという意識はなかったです。そこの一員として、ただ自分が
できることをしていただけです。」
いま日本に戻ってきて、改めて意識してできる国際協力は、自分の体験を「伝える」ことだという
ことだった。
「自分だったら世界のために何ができるだろうか？」
生徒たちが世の中の問題を主体的に考えはじめた大きな一歩となった。
【文化祭】テーマ『アフリカ～世界のために私たち興南中学生ができること～』（2010年10月）
川原さんの講演会から 4カ月が経った。文化祭でアフリカを大きなテーマとして取り上げ、多くの
人たちに伝えたい。そして、募金を集め川原さん（ロシナンテス）のもとに届けたい。川原さんが残
してくれた「ハチドリの話」への生徒たちなりの答えだった。彼らの感動の行き先がこの文化祭での
取り組みとして見える形となった。
彼らの取り組みは、「アフリカにかわいそうな人がいるから募金してほしい」というものではなく、
「アフリカがもつ魅力を紹介したうえで、その中で起こっている真実を伝えたい」ということが何よ
りの願いだったようである。
この文化祭ではアフリカを 4つのテーマから構成し、紹介した。アフリカの珍百景・アフリカの食
文化・アフリカの村・スーダンにおけるロシナンテスの活動。この4つのテーマをもとに約 1カ月、
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彼らの「世界のためにできること」が始まった。
その彼らが作り上げた展示作品の一部を紹介する。
『ティンガティンガ』
アフリカのポップアートの階段壁画を制作した。
『アフリカの民族衣装』
自分たちで作成した民族衣装とJICAからお借り
した民族衣装を紹介した。
『世界がもし30人の学級だったら』
『世界がもし100人の村だったら』を30人の学級に
置き換え、紙芝居にした。小学生の入場客も見入
っていた。
募金活動
ロシナンテスの語源、ドンキホーテに登場する
痩せ馬ロシナンテを紙粘土で再現し、募金活動
を行った。
【授業後の生徒の活動】募金と川原さんとの交流、 JICA
ェッセイコンテストヘの参加
ロシナンテスヘの募金
彼らが集めた募金総額は76,653円であった。募金はた
だお金を恵んでもらうことではない。自分たちの思い
に、誰かが共感．感動し、お金を託してもらうことなの
だと学んだ。生徒たちは文化祭2日間を通して、展示物
を説明し、自分たちの思いを知ってもらったうえで、皆
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さんの大切なお金を託してもらった。そして、その託された思いをロシナンテスに届けるという大切
な仕事を無事に終えることができた。このお金で何人かの尊い命が救われるかもしれない。しかし、
命が救われた人たちを待ち受けている未来が、紛争や貧困では何の解決にもならないことは明白であ
る。だからこそロシナンテスのように、医療だけでなく母子保健事業、水道の普及活動、サッカーの
普及活動、教育の普及活動など、包括的な支援をしていく必要があるのかもしれない。生徒たちは体
験を通して、国際協力とは何なのか、肌で感じることが
できたのではないだろうか。予定外の長期にわたったこ
の授業は、生徒たちの主体的な動きに私自身が導かれた
ようであった。私自身が彼らの行動力に学ばせてもらっ
た、心に残る授業となった。
この募金後、 2011年の 1月に川原尚行さんから興南中
学校に長い手紙が届いた。そこには、興南中学生への感
謝と、まだ目の前に広がる厳しいスーダンの現実、そし
て彼ら中学生の行動が遠い外国の小さな村に届いたこと
が記されていた。厳しい現実を前にしても、理想を求め
る大人の姿は彼らにどう映ったのだろうか。
川原尚行さんから届いた、興南中学生
への手紙
JICA国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト2010への応募
今回の授業を忘れないために、そして学びを多くの人に発信するために、 JICA（国際協力機構）
が主催するエッセイコンテストに応募した。テーマは「行動～地球の仲間のために、私たちができる
こと～」であった。全国4万7千点にもおよぶ「中学生の部」の作品の中から、見事3名もの生徒が
入賞した。
「中学生の部」
•独立行政法人国際協力機構 沖縄国際センター長賞 「自己満足」（宇根 梨紗子）
（作品内容：自己満足だと思っていたボランティア活動への思いが体験を通して変化していく。）
・佳作 「今の私にできること」（宮里 真季）
（作品内容：国際貢献という言葉は難しいけど、中学生の身近にもできることはたくさんある。）
•青年海外協力隊OB会会長賞 「たった一人の行動」（大見謝望）
（作品内容：「たった一人が行動したところで何も変わらない」という思いが、実体験を通しなが
ら、一人の行動が誰かに影響を与え、世界が変わっていくのだと気付いた。）
く実践事例4> 世の中を主体的に生きる意味を考える
■授業テーマ：「世の中を主体的に生きる」
■授業対象：中学2・ 3年生
■授業実施時期： 2010年11月～2011年1月（全5回）
■ゲストティーチャー：仲井慎弘多氏（沖縄県知事）、知りたがり ism（大学生サークル）、他
■授業参加者：沖縄県行政職員、大学生、他多数
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■概要：
2010年1月、「2つ」の大きな選挙があった。沖縄県知事選挙と興南中学校生徒会長選挙
である。残念ながら、いずれの選挙にも生徒の関心は低かった。若者の選挙離れが問題視さ
れて久しいが、生徒会という生徒の自治組織にまで関心が及んでいないことは非常に残念
だ。私が沖縄から教えてもらった「世の中を主体的に生きる」姿は、沖縄の未来を担う中学
生の中にはまだ芽生えていないのか。自分がこの島から学んだことを生徒に伝えたいという
思いから、この授業を計画した。 授業は、「もしも理不尽な校則ができたら」というテー
マで学校という社会の一員としていかに生きるべきかを学ぶ。学校という社会に興味をもた
せ、生徒会長選挙の公開討論会をラジオという公共の電波を利用して行った。生徒会長選挙
後は、「新会長のマニフェストの検証」という、社会を監視する目を養うための授業を行っ
た。最後は、生徒会長が沖縄県知事にプレゼンすることになるのだが、ここは当初から想定
していたわけではない。しかし、多くの大人が授業に関わってもらう授業スタイルの最大の
利点は、授業に関わってくれた大人がまた新しい世の中と教室をつないでくれることであ
る。沖縄県知事へとつながった教室が、本当に沖縄県を動かしていくことになる。
【第1回］『もしも理不尽な校則ができたら…』
生徒（もしくは「大人も」かもしれない）が、政治に関心を示さない最大の理由は「自分の生活と
は関係がないから」である。だからこそ、生徒にとって一番身近な社会のルールである「校則」をテ
ーマに授業を行った。ゲストティーチャーには、県知事選に向けて、若い世代の選挙への関心を高め
る活動をしている学生団体「知りたがり ism」の野中光さんを教室に招いた。
授業の初めに、架空の校則を記した「校則改訂のお知らせ」を配布する。本当に校則が変わったと
思った生徒からはどよめきがおきる。
校則改訂のお知らせ（生徒の皆さんへ）
加10年 12月より、本校校則を変更することが聰員会議で決定しました．
新しい校則は以下の通りです，なお、この校則に逢反した湯合、懲戎対象
となります．生徒の皆さんは、以下の校則を達守するようお願いします．
［輿南中学校生徒心得（追加）】
一、生徒の髪型について
男子の頭髪ぱ長さ 1cmまでとすな女子の頭髪は、必ず2つに結
ぶこととし、リポンの色は学年のカラーにそろえる．
(1年生：緑 2年生：紺 3年生：赤）
二、靴下の長さについて
眺下はひざが隠れる長さとする，眺下の色は白に隈る．
三、授業中の姿勢について
授中は、埼子の上に正堅することとする．
この規定は12月1日より施行します
架空の校則改訂のお知らせ
-48-
この校則についてみんなの意見を聞きた
いといってアンケートを取ると、大多数が
「徹底的に反対する」を選択した。理由は、
「生徒の考えを無視している」、「納得のい
かない校則は守りたくない」ということで
ある。中には「署名を集めて抗議する」と
いう生徒まででてきた。生徒の中で今まで
与えられていただけの校則が、自分の身近
な問題として考えられるように変わってき
た。ここで、この校則変更が架空の設定だ
ったことを明かし、「知らないところで物
事が決まらないようにするにはどうすれば
いいか」という提案を行い、議論した。生
徒の中からは、「監視する目をもたないと、
あとから知らなかったでは通用しない。」、
「不満をもっている人たちを集めて思いを
広げることが大切だ。」などの意見が出された。
ここでゲスティーチャーの野中さんより、「政治や生徒会にかかわりをもたなければ、煩わしさも
ないが、知らない間に理不尽な）レールができあがることもある。無関心でいればいるほど、こうなっ
て欲しいと願う社会は遠ざかっていく。主体的に一歩、動くことが大切だ。」と説明してもらった。
生徒たちは、この言葉に大きく共感できたようだ。
【第2回】ラジオ公開討論会『生徒会長候補者に聞＜ ！』
生徒会長選挙には例年になく 8名という多数の候補者
が名乗りをあげた。いつもなら体育館で1分間の演説を
行い、すぐに投票という流れであったため、生徒の人気
投票になりがちであった。今回は、那覇市にあるFMレ
キオの協力により、興南中学校の生徒会長選挙のための
公開討論会を番組内で行わせていただいた。身近な選挙
を通し、未来の有権者に政治への関心を高めさせる取り
組みは、新聞にも取り上げられた。
収録前に、会長候補者たちにはマニフェストを作成さ
ラジオ収録を行う生徒会長候補者たち
せ、聞く側の有権者たちには政策での評価を求めた。収録では、会長候補者から「学校周辺でのボラ
ンティア活動を増やす」、「目安箱を設置して皆の意見を反映させる」、「帰りのスクールバスを復活さ
せる」、「生徒のための意見交換ができるホームページを立ち上げる」などの具体的な公約が打ち出さ
れ、各自の意見について活発な議論がなされた。有権者である生徒たちは、このラジオ放送を聞き、
生徒会長選挙での投票を行った。結果は、「帰りのスクールバスを復活させる」ことを訴えた生徒が
次期会長に当選した。
【第3回】『生徒会長マニフェストを検証する』
「帰りのスクールバス復活」を掲げて見事当選した生徒会長の公約が本当に実現可能か、ロールプ
レイとデイベートを用いて検証する授業を行った。本校では10年ほど前まで、生徒の帰宅用の学スク
ールバスを運行させていた。しかし、利用者が少ないことから廃止された歴史がある。このことを生
徒に伝え、どうすれば今の学校のルールを変えられるかを考えた。
まず初めに、生徒の意見を出させる。
「あなたは帰りのスクールバスに賛成ですか、反対ですか。その理由も書いてください。」
------------------------------------------------------
［賛成意見］
—スクールバスには時間がある。つまり、時間を守らないといけない。だから、ル＿
ル守るという面できたえられる。また、みんなで帰るから、一人より安全である。
―団体で帰った方が安全だし、お金をみんなで割り勘できるから。
［反対意見］
—塾や部活や補習などがあってそれぞれの生徒の時間が合わないから。
—運転手の給料やガソリン代などお金がかかって、その分学費が高くなる可能性があ
るから。
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こうした様々な意見を集約してロールプレイに入る。役割は次のとおりである。
肯定派
1.復活を望む保護者
2.復活を望む生徒会長
3.復活を望む生徒
否定派
1.復活を望まない校長先生
2.復活を望まない教頭先生
3.復活を望まない保護者
それぞれランダムに役割を決め、肯定派・否定派の同じ番号同士でミニデイベートを行った。デイ
ベートの良い部分は、自分の意見に関係なく肯定派・否定派に振り分けられることである。当然、自
分の意見と違う役割を演じる生徒は、今まで考えなかった反対側の意見も考えなければいけない。ま
た相手の主張を予測する必要から、自分の意見と同じ役割を演じる生徒も反対意見を考える必要性が
出てくる。ミニデイベートは各グループとも白熱した。このデイベートから、この問題の本質が浮か
び上がってくる。復活させるメリットとして、生徒の安全性や快適性が確保されることである。復活
させるデメリットとして、利用しない生徒への負担が増える不公平さである。このような議論がどこ
のグループでも繰り広げられた。ほとんどのグループの議論が平行線のなか、この問題を解決したグ
ループがあった。そのグループに、全員の前で模擬デイベートしてもらった。
！肯定側：「生徒の帰宅時間が遅いため、スクールバスが復活することで生徒も保護者も安心だ」
！否定側：「一部の生徒の安全面のために、全員の負担が増えるのはおかしい」
！肯定側：「帰りのバスは、利用者が直接支払う新しいシステムを作ったらいいのでは？」
！ 否定側：答えに詰まる…
. -----------------------------------------------------------------------------
生徒の中から「なるほど」という言葉がもれる。生徒たちはスクールバス復活のための問題を、「受
益者負担」という新しいルール作りで解決できる方法を見つけていった。生徒会長には、各クラスで
出た様々な意見を渡し、自分のマニフェスト実行のために役立てるように伝えた。
［第4回】『沖縄県知事にプレゼンする！』
沖縄県に新沖縄県知事と新興南中学校生徒会長が誕生した12月、思ってもみないチャンスがめぐっ
てきた。それはテレビ番組の企画で、さまざまな分野で活躍する若者が新知事に沖縄の未来を提言す
仲井員知事にプレゼンテーション
する生徒
るというものである。以前、授業に参加してもらったこ
とのある大学生から紹介していただき、この企画に新生
徒会長と前生徒会役員が参加できることとなった。本番
当日は、初めてのテレビ収録と初めての知事との対面で
緊張したものの、中学生の代表として堂々とプレゼンを
行った。プレゼン内容に関しては、生徒たちの視点で普
段思っていることをそのまま伝えてほしいという番組の
趣旨に基づき、すべて生徒たちに考えさせた。生徒から
知事へのおもな提案は次の 3点だった。
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・知事が掲げるマニフェストで本当に中学生が実行してほしいと考えること。
•学校の勉強は社会に出て本当に役にたつの？ （提案というより知事への質問）
・中高生に向けた県内の優れた企業を紹介する広報誌を作ってほしい。
いずれの提案に対しても、知事は丁寧
に答えてくださり、広報誌作成の提案に
関しては、知事から「ぜひやりましょう」
という言葉をもらった。まさかこの中学
生の提案が本当に沖縄県を動かすことに
なるとは、生徒も私自身もこのときには
想像すらしていなかった。
仲井曇知事への提言
～中学生のホンネ～
1位(19票）総合的な学力向上対策の推進
2位(11票）小学校低学年の徹底した基礎学力強化
3位(10票） J1公式戦が開催可能なサッカー場の整備
4位(8票）小中学校の少人数学級制の導入
知事のマニフェストに対して、興南中学生
が実行してほしいランキング→
（興南中学生へのアンケー トより）
5位(7票）グローバルに活躍できる人材の育成区
【第5回】『沖縄の未来はみんなでグッジョブ！』
知事に提案した広報誌作成の話が本当に動き出した。
沖縄県が若者の就労意識を高めるための活動として「グ
ッジョブ (goodjob)運動」を展開している。この運動
の広報担当者を教室に招き、授業を行った。広報誌を発
行する前に、どうすれば中高生にグッジョブ運動の認知
度を高めることができるのか、ぜひ皆のアイデアが欲し
いという依頼が県から出された。生徒はグループデイス
カッションを行い、県の担当者に提案した。生徒から出
された企画は次のようなものである。
県職員と新しいアイデアを出し合う
グループ
！ —中高生が使う日用品（消しゴム・下敷き）などに PR広告を載せて無料配布する。 ！ 
! —若者に人気のある有名人を使った CMやテレビ放送を開始する。 ！ 
------------------------------------------------------------------------------
この企画の実現の可能性は分からないが、中学生の意見に大人たちが真剣に耳を傾け、メモをとる姿
に、自分たちには社会を動かす力があるのではないかと気づき始めたことは、何より大きな経験とな
った。
【授業後の活動】マニフェストの実現（スクールバスの復活）
2010年1月、新生徒会長はスクールバスの復活をマニフェストに掲げて当選した。この動きに対し
て、 2011年4月、なんと興南中学校では帰りのスクールバスが本当に復活してしまった。この復活に
は学校側の事情の変化（バス会社の変更など）があるのだが、もちろん生徒や保護者からの要望も大
-51-
きく影響している。いずれの理由にせよ本当にマニフェストを実現したのである。生徒が動いたこと
で、学校が変わった。この事実は非常に大きい。
またグッジョプ運動に関しては、中学生が沖縄県を動かすこととなった。 2010年1月の『世の中を
主体的に生きる』の最初の授業で、生徒たちに「自分が動くことで世の中が変わると思うか？」と質
問した。ほとんどの答えが否定的なものだった。今同じ質問をしたら彼らはどう答えるのか、ぜひ次
の授業で聞いてみたい。
おわりに
2010年は沖縄にとってどんな意味をもつ年だったのだろうか。それを検証するには、もう少し時間
の経過が必要なのかもしれない。 2009年の5月末、鳩山首相（当時）は米軍普天間飛行場を名護市辺
野古周辺に移設する方針を閣議決定した。その夜の会見で、首相は「自分の言葉を守れなかった以上
に、沖縄を傷つけてしまった」という陳謝の言葉を繰り返した。その中継を自宅のテレビで見ていた
まさにそのとき、米軍ヘリの音が首相の謝罪の言葉をかき消していった。テレビで結ばれた沖縄と東
京は、飛行機に乗ればわずか2時間程度で行くことができる距離にある。しかしこのとき、この 2つ
の場所に広がる遠い「キョリ」を感じずにはいられなかった。故郷の大阪を離れ、沖縄に移り住んで
わずか4年だが、今までこの地で暮らしてきた人たちは、一体このキョリ感を何度経験してきたのだ
ろうか。そんな思いが頭をよぎった。
「教室と世の中の津梁となる」ことをめざした社会科授業は、 3年を過ぎようとしている。残念な
がら、この3年間で沖縄がかかえる問題が大きく解決に向けて前進したとはいえない。それどころか
解決の糸口さえ見失ったような混迷した状態が続いている。そして昨年、東日本大震災という未曽有
の危機が日本を襲った。生徒が生きるこれからの沖縄、これからの日本の未来は、霧がかかったよう
に先の見えないものなのかもしれない。これからどんな未来を築いていけばいいのか、成熟した今の
世の中には一つの正解など存在しない。
先の見えない未来に向けて、自分が主体的に動くことで本当に世の中が変わるのだろうか。大学生
のとき、基地の入り口でみた老人の願いは残念ながらまだ形となって表れていない。しかし、その老
人の行動が少なくとも一人の大学生の人生を大きく動かした。時が経った今、その大学生が沖縄で教
壇に立ち、世の中と教室をつなぐ取り組みを始めた。その教室で学んだ生徒たちが、世の中に向けて
発信し、世の中を少しずつ動かし始めている。初めは一人の小さな行動が周りに影響を与え、湖に落
ちた水滴から水紋が広がるように、少しずつ世の中を変えていく。歴史は常にそのように作られてき
たのだろうと、最近になって実感している。生徒たちもそう感じてくれているだろうか、またいずれ
感じてくれることがあるだろうか。
沖縄から世の中を主体的に生きる大切さに気付かされ、私の人生は大きく変わった。この自分の原
点とも呼べる場所で、教室と世の中をつなげ、生徒たちとともにさまざまな問題と向き合ってきた。
そして、これからもそうあり続けたいと思っている。それが今の自分にできる、沖縄の未来を創る教
育だと信じている。まだまだこの島の背負う歴史の重みを、今の自分がすべて理解しているわけでは
ない。「沖縄の未来はどうなるの？」という中学生の問いへの正解が出たわけでもない。しかし、そ
の答えを教室で生徒とともに探すことはできる。
教室で学ぶ生徒の様子や、その教室を支えてくれた様々な大人の姿を見ると、決して沖縄の未来は
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暗いものばかりではないと感じさせられた。教室に世の中の風を吹き込んでくれた大人の方々すべて
が、授業協力のお願いをしたとき「子どもたちのためなら」と快く引き受けてくれた。中には仕事を
休んでまで参加してくださった方もいる。その温かい支援のもと、今の授業が成り立っている。その
ような世の中と結ばれた教室では、社会の問題と主体的に向き合おうとする新しい芽が育ち始めてい
る。やがてその芽が、沖縄の大地を支える深く根をのばした木に育つと信じている。
こうした授業にたどりつくまで時間がかかった。きっかけは、世の中でおこっている問題の真相を、
教師としての自分がほとんど知らないと認めることができたことだった。社会科は、世の中というあ
まりにも広く深い内容を学ぶ学問である。それを教える人間が一人の教師である必要はない。世の中
には生きた知識がたくさん溢れている。その知識を教室につなぎ、教師もともに学ぼうという小さな
一歩、教師としては少し勇気のいる一歩が授業を変えた。
「教師が変われば授業が変わる。授業が変われば子どもが変わる。子どもが変われば大人が変わる。
大人が変われば社会が変わる。社会が変われば自分が変わる。」
世の中とつながった教室で、生徒からそう教えてもらった。
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